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ご
意
見
を
記
入
の
上
、〒
２
０
３
倆

８
５
５
５
、
市
役
所
企
画
調
整
課

あ
て
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・

７
８
０
４
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

gyozaiseikaikaku@
city

（                 
    .  

higashikurum
e.lg.jp

            
       
）
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話

や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご
意
見

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん

　
【
ご
注
意
】お

寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
は
、

後
日
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開

し
、
市
が
仕
分

け
結
果
の
予
算

へ
の
反
映
な
ど
を
検
討
す
る
際
に
、

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
出
書
類
の
返
却
や
ご
意
見
に
対

す
る
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
緯
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

　

今
年
２
月　

日
に
「　

年
度
東

１８

２３

久
留
米
市
事
務
事
業
見
直
し
の
た

め
の
仕
分
け
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

仕
分
け
作
業
は
、
市
民
委
員
７

人
が
２
班
に
分
か
れ
て
、
各
班
７

事
業
ず
つ
、
合
計　

事
業
に
つ
い

１４

て
事
業
担
当
課
か
ら
の
説
明
を
受

け
、
質
疑
応
答
・
議
論
を
経
た
後

に
仕
分
け
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

当
日
は　

人
の
方
が
傍
聴
さ
れ
ま

４０

し
た
。

　

仕
分
け
結
果
は
市
の
最
終
判
断

と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
、　

年
度
以
降
の
予
算
に
ど

２５

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か
な
ど
、

市
長
を
含
む
特
別
職
と
部
長
職
で

構
成
す
る
行
財
政
改
革
推
進
本
部

な
ど
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
仕
分
け
結
果

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
意
見
募
集
期
間
】
５
月　

日
１５

（
火
）
〜
６
月
４
日
（
月
）。
消
印

有
効

　
【
資
料
閲
覧
場
所
】
５
月　

日
１５

（
火
）
か
ら
企
画
調
整
課
（
市
役

所
４
階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
同
２
階
）、各
図
書
館
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
【
意
見
提
出
方
法
】
件
名
「
事
務

事
業
見
直
し
の
た
め
の
仕
分
け
結

果
に
対
す
る
意
見
」
と
明
記
し
て
、

住
所
・
氏
名
・
年
代
（
例
＝　

代
）・

２０

　

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
る
「　

年
度
軽

２４

自
動
車
税
」
の
納
期
限
は
、
５
月

　

日
（
木
）
で
す
。
５
月　

日
に

３１

１１

発
送
し
ま
し
た
納
税
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
で
お
納

め
く
だ
さ
い
。

　
【
ご
注
意
】
身
体
障
害
者
、
精
神

障
害
者
、
常
時
介
護
者
で
減
免
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
５

月　

日
（
木
）
ま
で
に
課
税
課
市

２４
民
税
係
（
市
役
所
２
階
）
へ
申
請

が
必
要
で
す
。
そ
の
際
に
は
納
税

通
知
書
の
ほ
か
、

身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
、
運
転

者
の
免
許
証
、

認
め
印
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受
け

て
い
る
方
で
、
軽
自
動
車
の
使
用

実
態
に
か
か
る
報
告
書
を
提
出
し

た
方
は
、
改
め
て
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
同
係
緯
４
７
０
・
７
７
７
７

（
内
線
２
３
３
１
・
２
３
３
２
）

へ
。

　

５
月　

日
（
火
）
に
東
久
留
米

１５

駅
頭
で
、「
納
期
内
納
税
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

毎
年
、
市
職
員
が
駅
頭
に
立
っ

て
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
、
市
税

な
ど
の
納
期
内
納
付
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

朝
の
通
勤
時
間
帯
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
頂
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

５
月　

日
（
木
）
は 

３１

市
税
の
納
期
限
で
す

　

５
月　

日
（
木
）
は
固
定
資
産

３１

税
・
都
市
計
画
税
第
１
期
、
軽
自

動
車
税
の
納
期
限
で
す
。
最
寄
り

の
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵

便
局
）
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
納
税
課
緯
４
７
０
・

７
７
２
９
へ
。

　

７
月
９
日
（
月
）
か
ら
新
た
な

在
留
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
、
外

国
人
登
録
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
新
制
度
の
対

象
と
な
る
外
国
人
住
民
の
方
は
、

住
民
票
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

５
月
７
日
基
準
日
で
仮
住
民
票
を

作
成
し
、５
月
中
旬
に
本
人
に「
仮

住
民
票
記
載
事
項
通
知
」
を
送
付

し
ま
す
。　

　

ま
た
、
複
数
国
籍
世
帯
に
お
い

て
、
世
帯
主
・

続
柄
が
変
更
に

な
る
日
本
人
の

方
に
は
、「
住
民

票
記
載
事
項
変

更
通
知
」
を
送

付
し
ま
す
。

　

通
知
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
は
、
お
早
目
に
市
民
課
緯
４
７

０
・
７
７
２
２
へ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

※
現
在
、
外
国
人
登
録
上
の
氏

名
に
簡
体
字
な
ど
の
漢
字
を
使
わ

れ
て
い
る
方
は
、
法
務
省
の
告
示

に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
正
字
の
範

囲
に
置
き
換
え
た
氏
名
で
登
録
さ

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
戸
籍
係
へ
。

　

市
で
は
経
済
的
な
理
由
な
ど
に

よ
っ
て
、
公
立
小
・
中
学
校
で
か

か
る
費
用
が
非
常
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
に
対
し
て
、

教
育
費
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
や
新
た
に
市
外
か
ら
転
入
し

た
方
は
、
学
務
課
（
市
役
所
６
階
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
該
当
要
件
】こ
の
制
度
を
受
け

ら
れ
る
ご
家
庭
は
、
お
子
さ
ん
と

同
居
す
る
方
全
員
が
次
の
項
目
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃

止
を
受
け
た
方

　

②
市
民
税
・
都
民
税
、
固
定
資

産
税
、
国
民
年
金
な
ど
の
掛
け
金

が
減
免
の
方

　

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方

　

④
生
活
保
護
基
準
に
準
ず
る
世

帯
（
準
要
保
護
）
で
、
生
計
を
同

一
と
す
る
家
族
全
員
の　

年
分
の

２３

総
収
入
が
認
定
基
準
以
下
の
方

　

詳
し
く
は
学
務
課
学
事
係
緯
４

７
０
・
７
７
７
９
へ
。

　

市
で
は
、
介
護
保
険
に
関
す
る

適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

東
久
留
米
市
介
護
保
険
運
営
協
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
委
員
の
任
期
が
９
月
を
も
っ

て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
被
保

険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
【
募
集
人
数
】
４
人
以
内

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
の
介
護

保
険
被
保
険
者
で　

歳
以
上
の
方

４０

（
市
の
他
の
付
属
機
関
委
員
に
な

っ
て
い
な
い
方
）

　
【
任
期
】　

月
１
日
〜　

年
９
月

１０

２７

　

日
３０
　

※
協
議
会
は
年
４
回
程
度
、
平

日
の
夜
間
に
２
時
間
を
予
定
。

　
【
募
集
期
間
】５
月　

日（
火
）〜

１５

６
月　

日
（
木
）。
消
印
有
効

１４

　
【
応
募
方
法
】「
地
域
包
括
ケ
ア

の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

１
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
記
入
し
た
書
類
を
次
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式

は
任
意
）。
①
郵
送
（
あ
て
先
は
、

〒
２
０
３－

８
５
５
５
、
市
役
所

介
護
福
祉
課
）
②
電
子
メ
ー
ル

kaigofukushi@
city.hig

（             
        a  

shikurum
e.lg.jp

        
       
）③
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
０
・
７
８
０
８
）
④
直
接

介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
へ

持
参

　
【
選
考
方
法
】応
募
書
類
を
も
と

に
選
考
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
７
７
（
内
線
２
５
５
３
）
へ
。

　

市
で
は
、
毎
年　

月
１
日
の
市

１０

制
施
行
記
念
日
に
、
表
彰
式
典
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
式
典
で
は
市

表
彰
規
則
に
基
づ
い
て
、
市
の
公

益
の
増
進
や
文
化
の
向
上
に
功
労

の
あ
っ
た
方
や
、
市
民
の
模
範
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
に
表
彰
状
・

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
身
近
に
善
行
な
ど
で
市
民

の
模
範
と
な
る
方
や
団
体
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
推
薦
対
象
の
一
例
】５
年
以
上

続
け
て
環
境
美
化
活
動
や
慈
善
行

為
を
し
て
い
る
方
や
団
体
▼
自
己

の
危
険
を
顧
み
ず
、
人
命
を
救
助

し
た
方
や
団
体

　
【
推
薦
方
法
】６
月
４
日（
月
）ま

で
に
（
必
着
）、
表
彰
候
補
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
善
行
の

内
容
と
、
推
薦
す
る
方
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
詳
し
い
内
容

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
）

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
８
５

５
５
、
市
役
所
企
画
調
整
課
秘
書

広
報
担
当
あ
て
郵
送
、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
４
７
０
・
７
８
０
４
）、

hishokoho@
cit

電
子
メ
ー
ル
（          
    

y.higashikurum
e.lg.jp

              
       
）で
送

信
し
て
く
だ
さ
い
（
い
ず
れ
も
題

名
を
「
表
彰
推
薦　

秘
書
広
報
担

当
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

　

詳
し
く
は
同
担
当
緯
４
７
０
・

７
７
１
２
へ
。

　

市
で
は
公
共
下
水
道
雨
水
整
備

に
合
わ
せ
、
黒
目
川
上
流
域
が
親

水
機
能
を
付
加
し
た
良
好
な
水
辺

環
境
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
柳
橋
〜
長
福

橋
の
区
間
が
完
成
し
、
多
く
の
方

に
水
辺
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
、
長
福
橋
〜
越
処

橋
の
区
間
（
左
上
図
参
照
）
を
４

月
２
日
か
ら
散
策
路
と
し
て
開
放

し
ま
し
た
。
水
と
緑
に
触
れ
合
う

遊
歩
道
へ
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
施
設
管
理
課
下
水
道

施
設
係
緯
４
７
０
・
７
７
５
９
へ
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
家

屋
修
理
・
改
築
な
ど
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
、
市
内
の
建
設
業
団
体
と

協
定
を
結
び
、
大

工
・
左
官
・
塗
装
・

配
管
・
屋
根
・
畳
・

タ
イ
ル
張
り
な
ど

の
修
理
・
改
築
等

の
業
者
を
住
宅
あ
っ
せ
ん
協
議
会

を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

紹
介
で
き
る
工
事
内
容

　

①
増
・
改
築
（
新
し
く
部
屋
を

増
室
、
室
内
の
模
様
替
え
）
②
修

繕
（
傷
ん
だ
部
分
の
修
繕
）
③
付

帯
工
事
（
住
宅
内
外
の
工
事
）

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
修
繕
箇

所
・
増
改
築
の
内
容
を
産
業
振
興

課
労
政
商
工
係
（
市
役
所
６
階
）

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
（
４
７
０
・

７
７
４
３
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
務
事
業
見
直
し
の
た
め
の

　
　
　

仕
分
け
結
果
に
つ
い
て

外
国
人
住
民
の
方
に

　
　

仮
住
民
票
を
お
送
り
し
ま
す

納
期
内
納
税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

　

東
久
留
米
駅
頭
で
行
い
ま
す

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
道道道道道道道道道道道道道道
をををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開
放放放放放放放放放放放放放放
しししししししししししししし
まままままままままままままま
しししししししししししししし

遊
歩
道
を
開
放
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたた

黒
目
川
上
流
域（ 
長 

ち
ょ
う 

福  
橋 
～

ふ
く 
ば
し

 
越  
処  
橋 
）

こ
い 
ち
ょ 
ば
し

道路占用料など 
公共物占用料を改正しました
　４月１日から市の管理する道路・水路
などに係る占用料が改正になりました。
　詳しくは施設管理課管理調整担当緯
４７０・７７６４へ。

お忘れなく！

軽自動車税の
納期限は 

５月３１日です

教育費の
一部援助を
行います

身近な方や団体で 
善行などをされた方

ごごごごごごごごごご推推推推推推推推推推薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささご推薦くださいいいいいいいいいいい

開放区間
越処橋～長福橋

介護保険
運営協議会

被保険者を代表する
委員を募集します

住
宅
の
増
・
改
築
か
ら
修
繕
ま

住
宅
の
増
・
改
築
か
ら
修
繕
ま
でで

建
築
職
人
さ
ん
を
紹
介
し
ま

建
築
職
人
さ
ん
を
紹
介
し
ま
すす

　

歳
に
な
っ
た
ら 

２０「
国
民
年
金
」

　
　

歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ

２０
ま
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生

ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん

で
い
る　

歳
〜　

歳
の
全
て
の

２０

６０

方
が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰
に

も
訪
れ
る
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
な
く
、
障
害
や
死
亡
と
い

っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り

私
た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
前
も
っ
て
保
険
料
を
出

し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う

制
度
で
す
。

　
　

歳
に
な
る
方
は
、
国
民
年

２０
金
へ
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入

が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特

例
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」

な
ど
、
保
険
料
の
支
払
い
を
猶

予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
緯
０
４
２
２
・　

・
１
４
１

５６

１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課
緯
４

７
０
・
７
７
３
２
へ
。


